
ブロジェクト研究8　障害児等の治療・療育に関する研究

1．基本的体験に基づく教育課程の試み

一理解を中心とする障害児教育への接近（2）一

愛育養護学校 板 野昌儀
加藤 　洋
津守　　真

・、太1田茂行

・西原彰宏

はじめに

　初年度の理論的解明に基づき，本年度は，保育実践を

研究資料とする事例研究を行う。子どもによって生きら

れた体験の意味が考察さ礼奉本的体験の具体的様相が

示される。事例は非常に多数になるため， ここでは4
題に絞り，考察がなされる。

　1，存在の葛藤を生きる自我

　子どもがくり返し行なう行動には，その子どもによっ

て生きられているテーマとも呼べるものが表現されてい

るといえる。同じ遊びがぐり返されることもあるし，形

は変わってもi司一の主題が展開されていると理解される、

場合もある。子どもの遊びや行動に内在しているテーマ

を理解しようとすることで，保育者は子どもによづて生

きられている体験の世界に近づき・保育的関原壱深める

ことになる。子どもの体験世界の生成過程を，隼き

られているテーマの創造的展開とい．う観点からあり

のままに理解．しようとすることは，「人間の成長に

とって基本的な体験」について考察することでもある。

　子どもが自らを打ち込む遊びは，子どもの現在を充た

すだけではなく，現在と同時に生きられている過去・未

来岱も創造的に働らきかけてくる｛注11。すなわち，現在

を充たすと同時に過去と現在を緯合し，．さらに逗い未

来へ向かって子どもを開き励ますのである。過去の意味

と未来の意味が，共に肯定的に変化して，より充実した

現在を出現させる。こ甲ような創避帥機能を，仮に，遊

びの異時間統合準と呼んでみる。・子どもによって生きら

れているテーマ臨異時間統合性の高い活動の中で創造

的に展開しているといえる。

　（1｝ Y子（注2）の記録から

　ビニールテープを部屋の端から端へわたしてはるとY

予赫必ずまん甲を歯で，、ブチッと切ってしまう。他の

子と何かやろうとするとき切られると，私はがっくりし

てしまう。でも今日は，紙をY子が破った後，破った紙

をもって・アッと上を指さす。何か分からなかったけれ

ξ，その紙を飾りたいのかな，≧黒い，、テープを横蛋4は

ってそれに紙をはる。Y子も2州3枚自分で紙をテープ

につけた筏やはりまん中を歯でちぎる。でも今日はが

っかりするより，それで遊んじゃおうと思い， 私がテー

プをはってはそれをY子がかみ切る，というのをやる。

だんだんY子も，こことここを結んでと指さすようにな

り，テープを切りちぎることが遊びのようになり私も面

白くなる。しばらくそうやって遊ぶ。1注3）（1988年6．30）

　Y子砂ビチールテrプ遊びはこうして綿然のように始

まった。以降，一学期末まで毎日一回は行なわれた。引

用した記録には記述されてい稼し｝が，この遊びの碧の他

の特色として，テープを必らずピン出張るように要求す

る・Y子は2m位離れて狙いを定めるようにしてから，

リズミカルに小走りしてテープに左手をそえて，歯でカ｝

み切る・テ「プは1～2秒で切れる 〈私が東似ても4～

5秒はかかる）・テープの色は自分で指定する・新品の

テープを最低4～5本は1回で使う。テープがはられ，

それをかみ切るフィニッシテに至るまで，ある種の個人

競技（例えば走り高跳び）のような，．集中と緊迫感がY

子から感じられる・一本かみ切ると，近くをプラプラし
　　　　　　　　　　　ノ
て次のテープがはられるまで待っている。 以上のことが

加えられる。

　ビニールテープ遊びはf　Y子の行動の中で集中力・時

間的長さ・ 毎日く り返されること ・遊びとしての全体の

まとまりの面で，際立っ㊧活動であるp一度にゅ本以上

の新らしいテープが使用されることもある。遊戯室の階

段の手すりなどに，色とりどりのテープがかみ切られて

垂れ下がり，やまのようになっていたりもする。この活

動は，なぜこんなにY子を魅きつけるのだろうか。どン

と張られたテープをブチッとかみ切る，という行為は一

体Y子にとってどんな内的意味をもっているのだろうカ㌔
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　テープ遊びのY子にとっての意味を考察する前に，入

学時（1986年4月）以来のY子にしばしば見られた行

動の意味を考察する。それによって，Y子のテープ遊び

の意味が，より深く理解されると思う。

　②　テープ遊びに先行・亜行するY子の行動の抜粋

・親しい保育者をかむ・トランポ．リンを強く高く跳ぶ。

・お弁当を早く食べたがるがご飯を残し床に捨てる。

・ふくらました風船を歯で小さく穴を開けしぼます・写

　爽を何度も見てから左手と歯でまん中から縦に破る。

・高い所から目測しつつ跳びおりる・ひとりでは登れな

　い所に上がりたがる・肩車してもらい天井から下がっ

　ているヒモ等にさわろうとする。ピンクの傘を持った

　姿を大きな窓に映して見る・小走りして床にバッと伏

　してから少しの間じっとする，思いたったようにリズ

　ミカルに2～3m小走りする等の身のこなし。

　以上の行動は，入学時から最近に至るまでの保育資

糾注41の内，いずれもY子を巡り顕著なこととして記さ

れ1話し合われてきたものである。これらの行動の意味

を考察することで，入学前後から最近までY子によって

生きられてきた主たるテーマが発見される。

　くテーマ1＝存在感の確立に関わる二律背反の葛藤

　　　　　　～かむことを巡って～＞

　保育者をかむ，お弁当の残りをわざと捨てる，風船や

写真をかみ破るという行動は，すべてかむことに関連し

ている。かむというのは，食物に限らず獲碍するための

典型的・基本的様式と考えられる。しかし，Y子の場合

は，かむことはむしろ獲得ではなく，その対極の失うこ

とにつながっていたのではないか。大好きな先生と楽し

く遊び，おんぶや抱ッ子されてその楽しい体験のさ中に

突然強くかむ。突然に一見理由もなくかまれて，保育者

は驚ろくと同時に，怒ったりもする。かまれることで，

保育者の心はY子から突き放されたようにしてたとえ瞬

間的でも離れてしまう。

　Y子は保育者の心をもっと自分の方に向けたくて，獲

得するためにかんだのかもしれない。しかし，結果とし

て，Y子はその獲得しようという行為によって，まさに

失なってしまうのである。Y子がかみつく寸前まで，Y

子に心を寄せていた保育者の動揺や怒りを見て，Y子は

ニスニヤ笑う。強く叱られれば泣くこともある。しかし

親しみのさ中でかみつく，という行動は続いていた。自

分でも，なぜそうなってしまうのかが分からないのだと

思われた。Y子自身にも意識されていない葛藤が感じら

れたo
　Y子の萬藤は，自分の存在を確実にしてくれるもの，

（例1食べ物），自分にとって確実で信頼できるもの（例；

保育者），自分が好きな物（風船や写真）をそのままで

受容したい，という気持と，反対にそれらを否定し結果

的に自分の肯定的存在感を否定してみたい，という葛藤

と考えられよう。Y子がかみつくという行動を通して表

現しているのは，自分自身の存在価値をめぐる揺らぎだ

ったと理解される（注5）（注6｝。

　＜テーマ皿：挑戦による自我拡大の過程

　　　　　　～能動的身体運動を巡って～＞

　高い所からとびおりる，トランポリンで身体を打ちつ

けるように激しくとぶ，一人では登れないような所に上

らせてもらう，肩車で高い所の物にさわろうとするとい

う一連の行動には，挑戦的要素が一貫しているといえる。

思い通りに成功すれば身体的そう快感と共に，精神的な

達成感を与えてくれるだろう。失敗は一層の熱意と工夫

を伴った挑戦へと誘う。しかし，失敗による打撃が強す

ぎれば，身体的苦痛と共に精神的な無力感に襲われる危

険もある。いずれにしても，挑戦するということは「現

在の自分」を「なりたい自分」に近づけようとすること

であり，理想的自我の追求の一つと言える。「～できる」

という自分を体験することが求められているのであり，

自我意識の十分な芽生えを前提とする行為である。従っ

てY子が身体の挑戦的活動によって内的に体験していた

テーマは，達成感による自我領域の拡大であると推察さ

れる。

　Y子がこのような精神的営みを遂行するだけの自我の

発達を有していたと思うことは，Y子の母親の以下の話

からも根拠づけられる1入学時から赤いランドセルを欲

しがり，買い与えると毎日大切に使用している・家でよ

く自分の姿をガラス窓や鏡に映す・自分から夜は一人で

部屋で寝るようになった（1987年9月より）風呂上が

りの服を自分で決めて用意する（1988年1月より）。

　自我領域の節度ある拡大という課題は，健康な精神の

自然な課題であり．乳幼児期から身体機能・知的機能・

社会的機能などを通して追求されていく。知的発達に障

害をもった子どもたちの場合，自我の形成・拡大という

テーマが，高い所に上ったりバランス感覚の向上を目指

すような自己挑戦的な身体活動を通して，内的に体験さ

れるということが多いのではないだろうか。

　成功・失敗体験という両方向に対する保育的配慮が欠

けると，成功を求める絶えまない挑戦へと，神経症的に

駆り立てられることもあろう。また，極度の失敗感のた

めに萎縮してしまう危険もある。成功によってのみ評価

されるのではなく，現在のありのままの姿で十分に認め

られているという体験を，子どもが保育関係の中で獲得

することは重要である。自我領域の形成・拡大を創造的
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に展開していくための前提になる体験と言えよう。これ

は肯定的存在感・自己価値感にかかわることであって，

Y子にとっては〈テーマ1＞で考察されたことである。

　③．テープ切り遊びのY子にとっての意味

　　く葛藤ゑ十分に体験する＞

　テープ切り遊びは先述のように様々な側面をもつ行動

だが，Y子にとって中心的要索は，テープを歯でかみ切

る，ということであろう。

　Y子は自分が信頼できる人・自分を支えるものにかみ

つき，結果としてそれを拒否することでいわば「私は自

分自身の存在価値を，どこかで疑ってしまうのですQ自

分を認めたいしポ認めたくないのです。なぜだかわかり

ません。だから私は混乱してしまうのです……。jという

自分の存在にかかわる無意識的葛藤を，外界に向けて表

出していると考えられる。一般に，内面の混乱が外部に

表出されることは，それだけで菖藤の渦巻から解放され

る第一歩になり得る。しかし，かむという行動はその激

しさ・攻撃性ゆえに拒否されることがしばしばである。

　ところが，ビニールテープをかみ切ることは全く安全

であり，他者を脅かすことがない。テープにかみつくY

子は，テープにもその場に立会う保育者にも十分に受容

されている。すなわち，Y子はテープ遊びの中で，自分

の内部の葛藤を自分の思う通りに生きることができるの

である。ねらいをすまして，ブチッとかみ切る。それを

好きなだけくり返し，いつでも止められる。ここには，

Y子の内部の存在価値をめぐる菖藤の表出（かむこと）

が，それ自体新たな葛藤（かむという表出方法自体が他

者から拒否的に対応され，不完全燃焼となる）を生むと

いう悪循環は成立しない。葛藤を任意に十分に生きるこ

とができる守られた場は，その葛藤に対し治癒的意味を

もつ。葛藤の直接的な表出は，他者との関係性の中であ

りのままに受けとめられ，共感的に理解されようとした

時に，単なる感情の爆発や混乱状態としてではなく，自

己の内面を伝える表現へと発展的に意味変容するのであ

る。

　テープ遊びでは，保育者がY子のかむという行為に否

定的注意を向けずに受け容れている，ということはY子

にとって特に意味深いことであったと思う。

　＜自我形成の守られた探究の場＞

　テープ遊びは，Y子に身体運動の次元でも達成感を約

束する活動である。高い所からうまく跳ぶという挑戦的

要素は，ここでは，リズミカルな動きの中で自分の思い通

りに巧みにテープをかみ切る，という行動に移し変えら

れている。かむという行動は，従来よりY子にとって非

常に熟達した行為であり，テープをかみ切るに際し，ま

さにプロの切れ味を見せる。’Y子は自分の得意な運動を

十分に見事に発揮し，その結果をまのあたりに確認でき

る。テープ遊びは，時に失敗もある跳びおりるという行

動よりも，Y子にとっては，達成感の安定した体験の場

であり，「～できる』自分を満足の行く範囲で十分に体

験できる場といえる。かむという要素と，走り寄ってテ

ープを切るという挑戦的目的に向けて身体をリズミカル

に統制して運動させる，という要素がこの遊びの中で一

っになっていることは，’Y子にとって特に意味あることで

あろう。

　以上の考察はY子によって生きられている体験のすべて

を明らかにしようとするものではない。また，ここで見

出されたかに見える意味の世界も，不変なものではなく，

固執されるべきものでもない。示された解釈は，その見

地をもらて子どもの行為を見直した時に，その行動の見

え方が変化し，子どもが保育者をより近く感じられる限

りにおいて意味を有すると考えられる。子どもに対する

パースペクティヴが肯定的に変化することで，保育者一

子どもの関係性を通して，子どもの世界¢）意味が子ども

自身に肯定的にとらえ直され得るからである。この意味

で，すべての子ども理解は，その本質において肯定的理

解を目指すといえよう6理解とは，何よりも肯定的意味

開示への不断の意志と創造である。　　　（太田茂行）

　2．存在感の創造的形成

　　　一不定形な遊びを手がかりとして一

　長期に渡って続く子どもの遊びは，日常化することで，

その意味がとらえ難くなる。「いつまで続くのか」「いつ

終わるのか』ξいう印象を保育者がもち始める時，保育

者は，次第に生き生きとした保育現象から疎外されてい

く。長期化し，日常化した子どもの遊びから，子どもの

内的世界に近づこうとする時，思い切ってその遊びの一

断面として，保育の中の一場面に注目することも，ひと

つの方法であろう。

　K児1注7》は1入学以来，卒業の日まで水や砂，どろ水，

落葉等で飽きることなく遊び続けた。熱い日も寒い日も

四季を問わず，どんな天候の日も庭で遊ぶK児の姿を見

ることができた。

　ここでは，K児の遊びの日常的場面を第一資料とし，・

日々の保育実践を補完資料にしながら，K児の行為が表

現する本質的主題を考察する。

　Ul記録（1987．1．26　登行場面　ビデオ撮影による）

　母親が門を開けている間に靴を脱ぎ・右足の靴を持っ

て，うれしそうに庭に走り込んでくる。→走りながら探

すように庭を見る。→おもちゃ置場へ向かう。→途中で

靴を捨てる。→おもちゃ置場からジョウロを取り，庭の排
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水溝へ走る。一ゆ排水溝の水たまりの水をジョウロでくむ。

→砂場へ向かう。→砂場で立ってジョウロのロから水を

流しはじめる。→ジョウロから流れる水に手を添え，再

び排水溝へ行く。→排水溝から門の方へ行きかけて，排

水溝にそって視線を戻す。→排水溝の水たまりへ走って

いって，再び水をくむ。→保育者に視線を向ける。→ジ

ョウロの水を流しながら歩く。→座りかける。→水のな

くなったジョウロを捨て，おもちゃ置場へ走っていく。

→おもちゃ置場からシャベルをとり出す。→シャベルを

両手にかかえて，ジョウロ（捨てたもの）に視線を向け

る。→ジョウロに走り寄り，ジョウロを右手で拾い上げ

左手のシャベルを捨てる。→砂場に向かう。→排水溝へ

ひき返し，ジョウロで水をくむ。→水道場へ行く。→水

道場のコンクリートにしゃがみ，地面の窪みにジョウロ

の水を流す。水道を出して，しゃがんでジョウロに水を

満たす。→再び窪みにジョウロの水を流しはじめる。→

ジョウロの水を流しながら排水溝の水たまりへ行く。→

水たまりの水をジョウロでくむ。　（以下略）

　②　K児の志向する行為

　朝，自らの遊びを始める過程は，期待感があふれてい

るQ靴を脱ぐのももどかしく，走り込んでくるK児には，．

遊びに向かう意欲とエネルギーを感じる。この日は，庭

の水たまりに氷の張った寒い日であった。K児は，凍っ

たように固い砂場ではなく，水を選んで遊び始めた。K

児の遊ぴは，K児自身の内から発する行為であり，その

エネルギーと持続性には，強力な生命感を感じる。

　この遊びは，保育者に依存して始まるのではなく，

K児独自の活動として展開していく。低学年の頃は，砂

を握づて目の高さの少し上から，サラサラと落として

遊ぶことが多かった。シャベルも使うが，これは，K児

の手の機能の延長であると言える。K児の手と目からは・

能動的に活動を生み出していく力強さと，その活動を求

める切実さを感じる。

　K児がくり返し行う動作には，K児の志向している行

為があると思われる。K児の一連の動作は，〈ジョウロで

水をくみ，流すこと〉である。砂での遊びの場合も，握

った砂を手からサラサラと落としたり，容器から同様に

落とす動作がみられる。その他，どろ水や積もった落葉

小麦粉なども，また同様である。これらの遊び素材に共

通するのは遊びの中でく不定形＞という性質である。．し

たがって，K児が遊びの中で志向する行為は，＜不定形＞

なものが落ちていくく動き＞であると考えられる。

　日々の保育にくり返しあらわれた行動の抜粋

・シャワーを長く浴びる・ピアノの低音部を弾く・ボー

　ルを小さく弾ませる・雨だれに興味を示す・洗面器等

　を伏せて底に水道の水をあてたり，小石を弾ませて音

　を出す・おもちゃのかごをひっくり返す・スコップ等

　で地面や壁，ガラス窓を打つ

　これらの行動には，いくつかK児が志向する行為があ

る。シャワーを浴びるのは，身体感覚を味わっていると

思われるが，シャワー室内の音の響きにも興味があるの

かも知れない。その他の行動でK児の志向する行為は，

＜音＞であると考えられる。

　以上，K児の行為には，＜動き＞とく音＞を志向して

いると考えられるところがあるが，この両者には，共通

する特徴をみることができる。ともに身体感覚でとらえ

られること，および動いている間，音がしている間にだ

け存在し常に消えてしまうものである。このような特徴

をもつK児の行為は，イメージを表現していると言える。

すなわち，感覚的性質に特徴づけられた表現形式をとり，

その行為の実現以外に目的をもたず（すなわち，何か別

の行為のための手段ではなく），前概念的な内的世界を

表現しているととらえられる。

　（3）行為の主題

　イメージの表現としてK児の行為をとらえる時，その

主題は，イメージをどのように感じとるかによって決ま

る。再度，K児の行為に立ち戻ってみることにする。

　K児の遊ぶ過程は，期待感と生命感にあふれていると

感じるが，同時に切実さも感じる。これは，K児自身の

動きの躍動感と，＜動き＞と〈音＞という常に消えてし

まう表現から受ける印象である。このく動き＞とく音＞

は，くり返すことにより，『有』と『無』のイメージを

つくり出し，K児の生命感に支えられたく再生＞のイメ

ージを強く印象づける。すなわち，K児が遊びの中で志

向する行為およびその行為を長期に渡ってくり返すこと

で，K児は，「消え行き，再び生まれる」＜再生＞のイ

メージを創造的に形成しているのではないだろうか。こ

のく再生＞のイメージは，内的世界におけるK児自身の

存在感の創造的形成にほかならないと考えられる。

　長期に渡るK児の遊びは，いづれその体験の内容が，

変容していくものと思われる。しかし，保育者による一

方的，意図的変容や制限を加えることは，K児の存在感

の充実を妨げることになる。充分に遊び下校すると，家

庭でも落ち着いて過ごせた。思うように遊べなかった日

は・どうにかして母親の手をふり払って，水たまりや砂

場に跳びこもうとしていた。

　しかし，K児の遊びが，日々創造的に形成されていく

ためには，保育者の参与を欠くことができない。長期化

し日常化した子どもの遊びに，創造的に参与していく時，

保育の中で感じるイメージをひとつの手がかりとして，
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子どもの内的世界に近づいていくことができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（板野昌儀）

　3．身体の悩みを生きるT

　・1．私は，Tの入学時から担任として4年間を共に過

した。Tは，入学以前から痔と便秘で苦労していた。 こ

のことは， Tの一貫した主題であることをいろいろの機

会に知らされた。入学当時のTは，痩せていて落ち着き

がな く，表情は固く，怯えているようであった。常に中

腰で，いつでも自分に近づいて来る者からにげられる姿

勢をとっていた。にげだすとレ学校の屋上の私の手のと

どかない危険な給水塔の上や，学校の隣にあった円形の

建物のえんとつの上の方までいってしまった。私は，T

とのおいかけっこに霊しさを感じていた。しかし，Tは

私との関係を深めつつ自分の内面を表現する行動をみせ

るようになったQ

　2．4年闇の日々の中で，しばしばくり返された行動

　　の抜粋

・端，繰周囲への関心。（校庭や教室の端を通る。川や

　池の縁をぬらす。地面を堀っ た穴の周囲を広げる。）

。砂や土をコッズおもちゃのトラックの荷台，木の根

　のわかれめに詰める。

・早いスピードでトイレ掃除，はき掃除をする。

や学校の外に行き次々とビルに入り，階段を登り降りし

　て，その様子を下から上から見てまわる。

・Tが通ってきた道を校庭や床に描いて再現する。

・迷路を書く。（注8）

。穴を堀る。

。ホースから水を勢い良く出し，汚れたところを洗い流

　す。

母親の話からの抜粋

軌外にとびだし，しばしば迷子になる。

・母親が，一度叱り叩いてしまうと，一週間以上も機嫌

　が悪く関係が戻り1にくい。

・．隣りの室でけんかの声が聞こえたり， 外で泣く赤ん坊

の声を聞くと・衣服のえりを噛み耳を押えた後突然あ

たりの物を投げたり，そばにいる人をひっかいたり，

　叩いたりして慌れだす。

　3，身体の痛みを克服することに関わる体験

・校庭の隅に，『トイレそっくりの小さな穴を堀る。Tは，

　それに 「イタィ」と言って何度もしぼりだすように小

便をする。（工985．4）

・家で2枚の板に人が排泄している絵を描く。それを見

　ると，人が涙を流し悲痛な叫びをあげる丁自身ににて

　い る。　（1985，5）

・静かな教室で，鏡映文字の数字を書き始める。それは，

紙の端から始まり蛇行しながら進んでゆく。その数字

の両側奔包むホうに，2本璽線歩それにそって書かれ

てゆく。教字の大きさが急1三小声くなる。そこに，私

がく．びれのある絵をつげ加え至。ンTlは』その先に袋を

書きそ甲途中をくぴらぜる。rぐレて乳』くびれ馳部分を

黒くぬりT「イタイ」「ウンチj’乏言うg∫（1986，11）

、Tが，、端 ・縁・周囲へ関心をもつのは，身体の中央で

はな、ぐ端を通っている大腸が意識されていたように思え

一77一



日本総合愛育研究所紀要 第24集

る。迷路古きは。複雑に入り組んだ腸をあらわし，その

中の行き止りも，腸が詰まって苦しい感じをあらわして

いたよう に思える。穴堀りの穴は，肛門をあらわし，そ

の周囲を広げる行動は，中に詰まっているものをだしや

すくするためであろう。①和式用便器の縁とその中の

水の出口を黒の絵の具で塗り，何度も水を流すこと。②

衣服のえりを噛みカんでホースをこきざみにふりながら

水を勢い良くだし，砂やほこりで汚れたコンクリート．

下駄箱，窓ガラス，壁を洗い流すこと。③早いスピー

ドでトイレ掃除をすること。この3つの行動を考えると，

早いスピードと黒色に排泄の際の力みと痛みを感じさせ，

また詰まっているものをすづきり通したい強い気持の表

現ではないかと考えられる。

・Tは，実習生のMさんに手伝ってもらいペンギンのお

　もちゃをつかって自動販売機を作る。それには，黒の

　ビニールテープを何重にも貼って作ったお金を入れる

　入ロとコーラの取り出し口があるQ（これで何日もあ

　そぶ）（1986．10）

律畢
1岬 1

　Tは，毎日好きなコーラを買う間に自動販売機の内部

の構造を知るようになった。それは，お金を入れる通路

を通り，思い通りのものが望む時に出せるここちよい体

験の再現であり，また理想的な自分の姿の再現でもあっ
　　　　　　　　　　　　　　　じ　じたと思える。自動販売機の出入口を黒のビニールテープ

で作ることは，食物の摂取の苦しみと排泄の痛みをあら

わしていると思われるQしかし，その構造を知ったこと

は，自分の望む時になかに詰まっているものがどこを通

りここちよく出てくるかを知り，自分の姿がはっきりし

てくる大きな糸口になったと考えられる。

　4．詰まることと通すこ，と

　規則正しい食物の摂取と排泄は，Tにとり日々負って

いる悩みである。食物の摂取と排泄も，行動面から見る

と，＜獲得することと失うこと＞性9｝の基本的行動の様

式に属する。Tの描出にみられる詰まることと通すこと

もそのことと同様の様式に属すると思われる。詰まるこ

とは，獲得したものを失うことができない状態である。

通すことは。＜獲得することと失うこと＞の基本的様式

の実現を願っていることを示すものではないか。Tの詰

まることは，内のものがうまく外に出ないためにおきて

いる・つまり，取り入れたものが詰まり過ぎて膨張し，

身体の痛みとなっている・それは，規則正しい食物の摂

取と誹泄のリズムをも失わせていたのであろうQ　Tはそ

の体験を，描出やあそびに表出することによって徐々に

克服していったのではあるまいか1沸ω。Tと密に関わ

る中で，Tも私も。Tの存在の根底にある身体の問題に

ついて認識を深めた。　　　　　　　　　（加藤　洋）

　4．関係を生きる子どもと保育者

　　　一能動性と相互性の関係をめぐって一

　特定の保育者と子どもの密接なつきあいが長期化し，

その関係が固定化してしまっているように当の保育者に

感じられる場合がある。この時，保育者は関係をより創

造的に展開してゆく手がかりとして，関係を生きている

自分と子どもの体験の意味を解釈し直してみるという事

が起こる。例として，ここではH夫〔注Uを私の関係をと

りあげ，関係の典型的な場面として食事の場面を記述し

た後，日々の生活の中でくり返す行為との関連において，

関係の意味を考察するQ

　（1）H夫の記録から

　H夫は自分のロッカーに私をひっぱって行き，私の手

をロッカーの棚に押しやるようにして“弁当を出せ”と

合図する。H夫は私が差し出すスプーンからバナナをど

んどん食べる。机にひじをっいて食べている。3分の2

近く食べると立って廊下に遊びにゆく。少しそのままに

して待っていると帰ってきてまた座る。食べている間，

弁当箱のふた，弁当袋，コップなどテーブルの上にある

ものは手あたり次第につかんでは放り投げる5拾うとま

た投げる。私が差し出すスプーンもつかんで振り，なか

なか放そうとしない。私が持っている容器にも指をかけ

て横に振ったり縦に振ったりするので何度か落としそう

になる。中のバナナにも指がかかりっぶしてしまうが，

バナナのついた指を口にもってゆくことはしない。口元

に差し出したスプーンを，H夫は手ではらおうとする。

それをよけながら，タイミングを計って差し出すと，手

ではらわずに食べる。食べ終ると席を立って一人で遊び

にゆく。（1988．7．11）

日々の生活の中でしばしばくり返された行動の抜粋

・おんぶをすると背中ごしに保育者と笑いあう・保育者

　の背中を押して廊下を走り，壁に押しつけたあと笑い
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　あう・保育者の手をひいて歩き回る。バランスをとる

　こと，しっかりと握っておくことは保育者に任せ，手

　を放すと怒る。つまづくと怒って泣き，おんぶを求め

　る。気に入った物を落としては拾うことをくりかえす

　・保育者の手をひいて歩く時，しばしば後ろ向きに歩

　く・保育者に要求がきき入れられなくて怒った時，後

　ろ向きに走ることがある・・特定の保育者である私を探

す。私を見つけると，それまで他の保育者とともに，

　あるいは一人で遊んでいても，それをやめて私の手を

　ひく。私がそれに応じない時は服や髪をひっぱり強引

　におんぶしようとする。

　（2）　粘能動性を発揮しない”能動性

　食物に直接に触れ，自分の手で、食べるという点におい

て，H夫は能動的でないとも言えるのだが，弁当を出し

て食事をするという行為全体を主導しているのはH夫な

のである。食べようとする意志をもち，粘弁当を出せ”

と何度も手をひいて要求し，“弁当でなくデザートと牛

乳が欲しい”とかなり的確に，かつ根気づよく要求を出

す点においてH夫の能動性は充分に発揮されている。H

夫は単に依存的であったり，能動性がなかったりするの

ではなく，場面によって犠能動性を発揮しない”能動性

を発揮していると考えることができる。

　保育者の手をひいて，後ろ向きに階段や庭を歩き回り，

ころんだり，ふみはずしたり，ぶつかったりしな町よう

バ ランスと舵をとること，手と手をしっかりとつないで

おくことは保育者に任せるということも黙能動性を発揮

しない”能動性を発揮している行為と考えることができ

る。立ってころばないように歩くという人間にとって最

も基本的な行動をしながら， その最も重要な点であるつ

まづかないようによく見ることと姿勢のバランスをとる

ことについては保育者にやらせる。

　（3｝黙能動性を発揮しない”能動性と相互性

　これらの行為をH夫と共に行う時，私にはある種の快

感が感じられる。それは「上手にやる」快感でもあり，

H夫との間に共感的，相互活動的な心理空間が生まれて

いる心地よさでもある。H夫は黙能動性を発揮しないμ

能動性を発揮することで，私との間に相互的な体験を成

立させている。ところが，いったんつまずくと一挙にこ

の調和が破れる。H夫は怒り，まるでその喪任が私の側

にあるかのように泣き，髪や服を強く握ってひっぱりな

がらおんぶを求める。ここで私がおんぶを断ると，H夫

は後ろ向きに中腰で走り，どこかにぶつかったり，つま

づいて倒れ，一層激しく泣く。結局おんぶすることでH

夫は落ち着きを取り戻・し，また歩き始めるということを

くり返す。

　普通，立って歩きはじめた時，その一歩一歩がその子

どもの全存在をかけた能動的な行為であり，うまく 歩け

るというごと自体が本人にとって喜びとなり，充実感と

なる。そして，その子が立ちあがって歩く一挙一動が周

囲の人問にとっても善びの源となり，その子どもとそれ

を見守る大人の間に喜びに満ちた相互共感的な空間が形

成される。ころぶことは，その子どもにとっては自信を

喪失することであり， 大人に助けを求めて自らの存在感

を確認することで立ち直り，また歩き初める。ここでは

子どもの能動的に行為する体験は，そのまま見守る大人

との間の相互性の体験となっており，相互性を支えとし

て，子どもはより能動的になってゆく。

　ところが，H夫と私の関係の場含，相互性は，噛能動

性を発揮しない”ことにおいて成立している。歩くこと

について1最も重要な点を私に任せ，能動性を発揮しな

いことを意志する。その事によって，彼にかわって彼の

歩行をコントロールする私との間に相互的な関係をつく

っている。従って，つまづくことでこの相互的な行拳が

坐折した場合，おんぶという一層能動性の少ない行為へ

と移行することで，相互的な関係を取り戻そうとする。

私は，H夫との関係を修復したいと患う時にはこの行為

を受け入れざるを得ないし，H夫の私を貨めるような態

度に何か不自然なものを感じ，・おんぶを拒否すれば，そ

れはH夫にとっては黙能動性を発揮しない”ことで相互

性を回復しようとする能動性を否定された ことであり・

ますます怒り，一秘“能動性を発揮しない”方向に能動

的な5＜前を見ないで後ろ向きに走る＞という行動を

行う。

　H夫と私との蘭係の中で，黙能動性を発揮しないゲ能

動性と相互性が同時に体験されるようになった理由は次

の様に推測される。

　・2年前まで非常に発作を起こしやすかった。私を含め

　て保育者は，まずH夫が発作をあまり起こさずゲー日

　を気持よく過ごすことを大切に考えた。従って常に保

　育者がこの子どものそばにおり，発作を起こして倒れ

　 る時に支えられるよう，また他者と接触して発作を起

　’こすごとが防げるよう気をつけていた。ま た，幼児期

　から続く後ろ歩きでころんで発作を起こすことがない

　よう ，H夫が歩く時，私は手をつなぐことが多かった。

』ロッカー，机の上，椅子など，高い所に登るのが好き

　であったが， ・私は発作を心配して，充分にさせること

　ができなかったQ
　・私自身がH夫との間に共感的な関係を作ることを強く

　意識していた。

　能動的に活動をはじめることには本来強い喜びが伴う。
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またそれが見守る者にとっての喜びとなる時，両者の間

に喜びに満ちた相互的な空間が形成され，他者のまなざ

しによって子どもは自らの存在感ゑ強め，能動的に自我

を形成してゆく。逆に，自らの能動的な活動が，周囲の

者に心配や苦痛を与えていることを知る時，あるいは能

動的に行為し，達成感を得る機会そのものが，自分を手

助けしてくれる周囲の大人によって，いつの間にか失わ

れる時，子どもは覧能動性を発揮しない”ことで相互性

を獲得し，自らの存在を確認しようとするのではないか．

　（41まとめにかえて　～関係の展開をめざして～

　以上の解釈を試みるにあたって，私は，H夫と私の関

係をより創造的なものにしたいと考え，“能動性を発揮

しない”能動性という解釈枠を採用した。H夫の現在の

状態の中のある部分を「甘え」，「わがまま」あるいは

「能動性がない」と考えるならば，能動性の面でH夫が

現在どのように成長しようとしているのかという視点を

失い，「受容jするか訓練によって「自立心」を養わせる

かの二律背反に陥ることで，双方が能動的であると同時

に相互的でありうるという方向性を失うと考えたからで

ある。

　しかし，この解釈はあくまで試論である。第1に，解

釈のための枠組の可能性は他にもあったはずであり，し

かも，解釈がまだ実践の中に返されていない。第2に，

この試論は，H夫とそれぞれ独自な関係を生きる他の保

育者からの批判を受けていない。．第3に，私は今回，H

夫と私との関係に焦点をあてて解釈を行うことにとどめ

その関係自体が，H夫の成長の中でどういう意味を持つ

かという大きな問題に触れていない。

　しかし，解釈の試みは，それ自体で保育者の新しいま

なざしと態度を生む。例えば，つまづいておんぶを求め

るH夫を肯定的に見ることができ，おんぶするかどうか

というレベルで悩むことはなくなり，どちらであっても，

そこからどのような活動が一緒に生み出せるかを模索す

ることになるだろう。現在の彼にとっては，おんぶされ

る体験自体よりも，おんぶから自然に降りて遊びはじめ

るまでの過程を私が見届けてやることの方が重要な意味

をもつのではないか。また，おんぶでなく，保育者を押

して歩くH夫の遊びや，食事の場面でさかんに物を握っ

ては投げる班夫の行為の中に，関係の新しい展開の芽を

見い出すこともできる。解釈が実践を変えること自体が，

保育研究における解釈（注121の大きな存在意義だとは言

えないだろうか。　（西原彰宏）

（注1）ランゲフェルトは人間の存在様式を，過去・現

　　在・未来を同時に生きる異時間蚤存性（ヘテロクロ

　　ニー）と呼ぶ。人間においては過去。現在・未来は

　　相互に関係し浸透しているという理解である。M．

　　」、ランゲフェルト「教育と人間の省察」1974．玉

　　川大学出版部

（注2）　1988年に満9歳ぐ3年生）。右手に中程度のヤ

　　ヒがある。発語はない。

（注3）記録者は籏者と同じクラス担任のK。記録中の

　「私jもK自身。

（注4）ここでいう資料とは，文字記録や子どもの制作

　　物のみでなく，保育者に内面化している子どもと

　　の実践の記憶と，日々の保育行為とその想起によっ

　　て喚起される心象を含む。

（注5）子どもの存在感の確立に関する保育の実践研究

　　として，以下を参照。津守輿，人間の基本的体験と

　　陣害をもつ子どもの成長。p347，日本総合愛育研究

　　所紀要　第20集　1984

（注6）最近のY子は，かむことも目立って減少し，存

　　在を巡る従来の薦藤を超えつつある。なお，小学部

　　入学以前のY子との保育実践研究として以下を参考

　　にした。山手法子，保育における受容の問題。教育と

　　医学。p82給5，慶応通信，1987，12月。

（注7）K児，1988年3月小学部卒業。

（注8）迷路を書くことは，入学以前からあらわれてい

　　た。それは，迷路が書いてある本から写し取り書き

　　慣れていたものである。

（注9）「獲得することと失うこと」の保育的研究として

　　以下を参照。津守真，人間の基本的体験と障害をも

　　つ子どもの成長。p347．日本総合愛育研究所紀要

　　第20集　1984．

（注10）　4年生の2学期ごろから，Tは食事の量が以前

　　より増え，ガスが良く出るようになり，便秘も少し

　　づつ良くなってきたoまた，「学校学校」と書って

　　学校に来たがり，表情も豊かになり笑い顔が増えて

　　きたQ家では，迷子がなくなった。突然あれだすこ

　　ともへり，母親を信頼し甘えるようになった。現在

　は6年生で，以前より余裕と自信をもって生活して

　いる。

（注11）H夫，1988年現在6年生。

（注12）H夫が食事の時に手をつかわないということの

　意味は現在のところ一義的に解釈できない。手でっ

　かまないことは，大きさや重さの手ごたえが感じら

　れる物を拾う一落とすことをくりかえして遊ぶよう

　になって間もないH夫にとっては当然の事であると

　　も考えられる。また一方で，手に握らせたりさわら
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A Study on Education Curriculum Based on thc Essential 
Experiences of the Human Development* 

-an approach to the understanding of the education for the 

h~ndieapped children. - (Report 2 ) 

M{~sayoshi ITANO, Akihird NISHIHARA 

Shigeyuki OHTA, H.iroshi KATO 

Makoto TSUMORI 

For the second year of our study, we offered four cases of bur schdol children. Throug.h the 

records on the experiences and considerations with the children, we interpretated the meanings 

of the children 's activities. 

The procedure of our study is as below. Firstly, to ipractice care and educ~Ltion of children. 

Secondly, to considerate on the children's activitie~. Thirdly, to give interpretations. And to 

l of care and education of the get understanding deeper wlll bnng us back agaln to the renewa 

children. ThiS can be called the circle of the praetice and the reflection. 

From the cases, the ideas of "the essential experiences" became clear. First case : on the ,~ 

go which is living the ambevalence of its own being* Second case : on a creative development 

of sense of being. Third case : on a child who is living the physical problem. Forth case : 

on a relationship between spontaneity and mutuality developing in a child. 
In the third year, the practical curriculum based on the essential experiences will bc offel~ 

ed. 
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